
2025東京大学（前期）数学（理科）概評 

出題分析 

試験時間 150分 配点 120点 大問数 6題 

分量（昨年比較）〔減少 同程度 増加〕 難易度変化（昨年比較）〔易化 同程度 難化〕 

【概評】 

昨年度と比較して厳しいセットとなり，難化した。第 2問や第 4問のように誘導が少ない問

題があり，どの問題も最後まで解ききるには相応の数学力が必要であった。昨年度と同様，

文科との共通問題は見られなかった。今年度は複素数平面の問題が復活した一方で，東大理

科数学で頻出の空間図形に関する問題が姿を消した。  

設問別講評 

問題 出題分野・テーマ 設問内容・解答のポイント 難易度 

1 平面座標，微積分 座標平面上の正方形の辺上の点をもとに定まる

曲線を考え，曲線と辺が囲む部分の面積および

曲線の長さを求める問題である。(1)点がいくつ

も出てくるため少々計算が面倒ではあるが，す

るべきことは基本的な内分点の計算である。こ

こを間違えると第 1 問全てを落とすことになる

ので慎重に計算したい。(2)(3)点U𝑡𝑡 は媒介変数

𝑡𝑡 により与えられるので，媒介変数表示された曲

線の定積分の計算に帰着される。 

やや易 

2 微分法（不等式への

応用）， 積分法（定

積分と不等式），極限 

定積分の極限を求める問題である。(1)は基本的

な設問であり，定石通りに右辺と左辺の差を取

って増減を調べればよい。(2)は定積分を直接計

算することが困難であるため，はさみうちの原

理を用いて極限を求める方針はすぐに思いつ

く。ただし，上から評価する不等式しか誘導で与

えられていないため，下から評価する不等式は

自力で導出しなければならない。関数の凸性や

相加平均と相乗平均の大小関係に着目しよう。 

標準 
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3 三角関数（加法定理・

合成） 

与えられた平行四辺形が内接するような長方形

の面積の最大値を求める問題である。(1)平行四

辺形と長方形なので等しい角を見つけていこ

う。長方形の縦と横の長さをそれぞれ三角関数

を用いて表す。加法定理の逆などを用いるとき

れいに解ける。(2)θの変域を求める。その後,三

角関数の合成や内積と見なして最大値を求めれ

ばよい。このとき, 場合分けがあることを見落

とさないように。この大問も方針や場合分けの

基準がシンプルであり, 是非とも完答したい一

題である。 

 標準 

 

4 整数 

 

𝑓𝑓𝑎𝑎(𝑛𝑛) が平方数になる 𝑛𝑛 について考察する問題

である。(1) 𝑓𝑓𝑎𝑎(𝑛𝑛) < (𝑛𝑛 + 1)2 に注目する。(2) (i) 
⇒ (ii) は対偶を示す。4𝑎𝑎 + 1 は 4 で割った余り

が 1 であることに注目するとよい。  

標準 

5 場合の数，数列（漸化

式） 

ある操作によって決められた形に並べ替えるこ

とができる順列の数の漸化式を立てる問題であ

る。(1)は𝐴𝐴1,𝐴𝐴2がいずれも 3 以上と仮定すると

矛盾が導かれることを示せばよい。(2)では(1)

により考える場合が限定されたことを用いると

よい。左端の 2 つの数字に着目して，適切に読

みかえることで各場合の並び方の数を𝑐𝑐𝑛𝑛−1, 𝑐𝑐𝑛𝑛−2
を用いて表すことができる。いわゆる完全順列

の漸化式の立て方を理解していると考えやすか

ったかもしれない。 

やや難 
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6 複素数平面（軌跡，極

形式），いろいろな曲

線（放物線の極方程

式） 

複素数の「逆数」が表す点の軌跡や領域を考える

問題。逆数と相性の良い極形式，極座標と極方程

式を積極的に活用すると扱いやすい。(1)原点を

通る円なので極形式で表現しやすいことに気づ

ければ，極形式での議論が行える。また，点 1/z

の描く軌跡が 2点 0，2を結ぶ線分の垂直二等分

線であることを証明するのも手である。(2)は

(1)の結果を用い，虚部を文字で置くとよい。境

界条件を考える際は𝛼𝛼と𝛽𝛽が異なる複素数である

点に注意しよう。(3)境界線に当たる放物線の焦

点が原点であることに気づくと，放物線の極方

程式の利用する発想に至ることもできる。 

標準 

合格のための学習法 

今年度は難化した。従来の東大理科数学と比較して，誘導が減少したことが大きな特徴であ

る。典型問題の解き方は一通り習得した上で，本学の過去問などを中心に発展的な問題にも

十分取り組んでおく必要がある。今年度は見られなかった空間図形についての問題も東大で

は頻出であり，対策はしっかり行っていきたい。日頃の学習において，東大入試を突破する

のに必要不可欠である，「丁寧に論証する力や，段階を踏んで考察する力，複雑な計算を素

早く処理する力」などを磨いていこう。 


